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(57)【要約】
【課題】補助光源に含まれる複数の発光源から照射され
た光を混合して照明の演出効果を高める。
【解決手段】主光源２は主光源ソケット３に装着され、
スイッチの操作により点灯または消灯する。主光源２か
ら出射された光は反射板４で反射されて下方に放射され
る。補助光源としての発光ダイオード６はスイッチの操
作により主光源２とは独立して点灯または消灯する。複
数の発光ダイオード６から出射された光は天井面（設置
面）２０１とフランジ部８の間に保持された導光板（導
光レンズ）７を透過する間に混合されて導光板（導光レ
ンズ）７のリング状の側面（端面）９から放射される。
この放射光の一部は天井面（設置面）２０１を照射し、
そこで散乱して間接照明となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの発光源を含む主光源と、
　前記主光源を収容する筐体と、
　開口部を有する筒状の形状であり、前記筐体の内側に配設され、前記主光源が発する直
接光を反射する反射面を有し、前記開口部から前記直接光と前記反射面により反射された
反射光とを照射する反射部材と、
　前記筐体の内側の側面と前記反射部材との間に配置された複数の発光源を含む補助光源
と、
　前記補助光源に含まれる複数の発光源の発した光が入射面に入射し、当該入射面に入射
した光を透過および拡散させて側面より照射し、前記入射面に形成された穴に前記反射部
材の開口部が嵌挿される導光部材と、
　を備えることを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記主光源に含まれる発光源の発した光が前記反射部材から照射される方向に、前記補
助光源に含まれる複数の発光源の発した光が照射されないように遮光する遮光部材を備え
、
　前記導光部材は、前記筐体が設置面に設けられた取付穴に嵌挿された状態において、当
該設置面と前記遮光部材の間に保持され、前記側面が前記設置面と前記遮光部材の間から
露出する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記筐体は、円筒状の形状であり、
　前記導光部材は、リング状の形状である、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記補助光源に含まれる複数の発光源は、発光ダイオードで構成される、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記補助光源に含まれる複数の発光ダイオードは、赤色で発光する発光ダイオード、緑
色で発光する発光ダイオード又は青色で発光する発光ダイオードのうち、２種類または３
種類の発光ダイオードを含み、
　各前記発光ダイオードの発光強度をそれぞれ個別に制御して発光色を変化させる補助光
源点灯部を備える、
　ことを特徴とする請求項４に記載の照明器具。
【請求項６】
　前記主光源を点灯または消灯させる第１のスイッチと、
　前記補助光源を点灯または消灯させる第２のスイッチと、
　を備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主照明と補助照明を有する照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、市場では省エネルギーの意識の高まりにより、省電力形照明器具、例えば発光ダ
イオード（ＬＥＤ，Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を用いた照明器具が注
目されている。
【０００３】
　例えば、主照明（主光源）として蛍光ランプや白熱電球などの一般照明用光源を用い、
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補助照明（補助光源）として発光ダイオードを用いる埋込形照明器具がある（例えば、特
許文献１参照）。この埋込形照明器具では、主光源の光を下方に照射する開口部が設けら
れ、この開口部の周縁に形成されたフランジ部に照射方向が下方となるように複数個の発
光ダイオードが配置される。または、主光源の光を下方に反射する反射体の開口部付近に
円環状の平面を有する段部が設けられ、この段部に照射方向が下方となるように複数の発
光ダイオードが配置される。
【０００４】
　このような構成の埋込形照明器具では、反射体内に配設された主光源から照射される光
が補助光源である発光ダイオードによって遮られることがない。また、発光ダイオードの
寿命は長いため、補助光源の交換頻度を低減させることができる。更に、補助光源の交換
が容易であるため、保守作業の効率を向上させるとともに保守費用を減らすことができる
。
【０００５】
　また、店舗や一般家庭のリビングで用いられる照明器具には、照明を少し暗くしたり、
壁や天井等から反射する反射光（間接光）を利用してムード照明（例えば、店舗やリビン
グのイメージを変化させる照明）とする演出効果が求められる場合がある。そこで、補助
光源として発光ダイオードを装備し、明るさが必要な場合は主光源である蛍光ランプや白
熱ランプを点灯させ、ムード照明では補助光源を点灯させる照明器具がある。
【０００６】
　例えば、天井直付け型の照明器具において、照明器具本体を囲むように複数の発光ダイ
オードが取り付けられ、照明器具本体を覆うように取り付けられた透光性を有する樹脂製
のカバーの外周面に、発光ダイオードの位置に合わせて発光飾りが取り付けられたものが
ある（例えば、特許文献２参照）。この照明器具には、円筒形状、または丸棒状の発光飾
りが垂直または水平に取り付けられており、発光飾りは発光ダイオードからの光を入射し
て装飾光を発する。
【０００７】
　このような構成の天井直付け型の照明器具では、発光ダイオードから照射された光は発
光飾りの端面で散乱し、外部に放射される。このため、発光ダイオードの色を変えたり、
発光飾りの端面の形状を変えることによって、装飾性に優れた照明器具を得ることができ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－１２３５０５号公報
【特許文献２】特開２００６－１２７８８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、特許文献１に記載されている照明器具では、発光ダイオードの光は下方に直接
光として照射されるのみであり、ムード照明として用いることは考慮されていない。
【００１０】
　また、特許文献２に記載されている照明器具では、発光飾りは各発光ダイオードに対し
て１つずつ配置されており、各発光飾りは個々に分離された状態となっている。このため
、各発光飾りから出射された光を混合することはできず、ムード照明の演出効果を高める
には限界がある。
【００１１】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、補助光源に含まれる複数の発光源
から照射された光を混合して照明の演出効果を高めることができる照明器具を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１２】
　上記目的を達成するため、本発明に係る照明器具は、少なくとも１つの発光源を含む主
光源と、
　前記主光源を収容する筐体と、
　開口部を有する筒状の形状であり、前記筐体の内側に配設され、前記主光源が発する直
接光を反射する反射面を有し、前記開口部から前記直接光と前記反射面により反射された
反射光とを照射する反射部材と、
　前記筐体の内側の側面と前記反射部材との間に配置された複数の発光源を含む補助光源
と、
　前記補助光源に含まれる複数の発光源の発した光が入射面に入射し、当該入射面に入射
した光を透過および拡散させて側面より照射し、前記入射面に形成された穴に前記反射部
材の開口部が嵌挿される導光部材と、
　を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、補助光源に含まれる複数の発光源から照射された光を混合して照明の
演出効果を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態に係る照明器具の主要部の構成の一例を示す断面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る照明器具を斜め下方から見たときの分解斜視図である
。
【図３】主光源と発光ダイオードに電力を供給する回路の一例を示すブロック図である。
【図４】主光源と発光ダイオードに電力を供給する構造の一例を示す断面図である。
【図５】主光源から出射される光の経路および導光板（導光レンズ）のリング状の側面か
ら出射される光の経路を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態に係る照明器具の構成例および動作について説明する。
【００１６】
　図１は、照明器具１００の構造の一例を示す断面図であり、図２は照明器具１００を斜
め下方から見たときの分解斜視図である。天井埋込型の円筒形状の照明器具１００は、図
１と図２に示すように、筐体１と、主光源２と、主光源ソケット３と、反射板４と、発光
ダイオード取付具５と、発光ダイオード６と、導光板（導光レンズ）７と、フランジ部８
とを備えている。
【００１７】
　筐体１の形状は円筒状である。筐体１は、天井２００に形成された取付穴に挿入される
。取付穴には、例えば、１対のバネ板等からなる筐体取付具３００が設けられている。筐
体１は、筐体取付具３００によって取付穴に固定され、落下しないように保持される。
【００１８】
　筐体１の内部中央には、白熱ランプまたは電球形蛍光ランプ等で構成される主光源２を
装着するための主光源ソケット３が取り付けられている。この主光源ソケット３の周囲に
は、ほぼ筒状の形状の反射板４が設けられている。この反射板４には、主光源ソケット３
の一部を内包するように、上側に主光源ソケット３を挿通するための円形の挿通口４１が
開いている。反射板４の下側には光を照射するために円形に開いた開口部４２が形成され
ている。開口部４２の直径は挿通口４１の直径より大きい。
【００１９】
　筐体１の内側面の下部と反射板４の開口部４２の間には、発光ダイオード取付具５が設
けられている。発光ダイオード取付具５には、複数の発光ダイオード６－１乃至６－Ｎ（
Ｎは任意の自然数）が配設される。発光ダイオード取付具５は、発光ダイオード６－１乃
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至６－Ｎが生じる熱を放熱する機能を有している。
　各発光ダイオード６－１乃至６－Ｎを特に区別する必要がないので、以下では単に発光
ダイオード６と記載する。
【００２０】
　発光ダイオード取付具５の下面には、複数の発光ダイオード６が例えば一定間隔で照射
方向が下向きとなるように配設されている。
　発光ダイオード６の下部には、透光性を有するリング状の導光板（導光レンズ）７が装
着されている。導光板（導光レンズ）７は、天井２００に形成された取付穴の周囲の天井
面（設置面）２０１をリング状に覆っている。
【００２１】
　導光板（導光レンズ）７の下面には、導光板（導光レンズ）７を天井面（設置面）２０
１との間に保持するフランジ部８が装着されている。フランジ部８は内周側が反射板４の
開口部４２に固定され、導光板（導光レンズ）７を保持する。フランジ部８は光を透さな
い。
　発光ダイオード６から出射された光は導光板（導光レンズ）７の入射面に入射し、導光
板（導光レンズ）７を透過して導光板（導光レンズ）７の外周縁のリング状の側面（端面
）９から放射される。導光板（導光レンズ）７は発光ダイオード６から出射された光を透
過および拡散させる。導光板（導光レンズ）７の入射面には、反射板４の開口部４２を挿
入するための穴が形成されている。
【００２２】
　導光板（導光レンズ）７は、筐体１が天井面（設置面）２０１に設けられた取付穴に挿
入された状態のとき、天井面（設置面）２０１とフランジ部８の間に保持される。この状
態のとき、導光板（導光レンズ）７の側面（端面）９は天井面（設置面）２０１とフラン
ジ部８の間から露出しており、発光ダイオード６から出射された光は導光板（導光レンズ
）７のリング状の側面（端面）９から放射される。
　なお、フランジ部８の下側の表面には様々な装飾が施されていても良い。
【００２３】
　主光源ソケット３は、図３に示すように、室内の壁等に取り付けられたスイッチ２１を
介して交流電源２０に接続される。また、発光ダイオード６は発光ダイオード点灯回路１
０に接続されている。発光ダイオード点灯回路１０は室内の壁等に取り付けられたスイッ
チ２２を介して交流電源２０に接続される。
【００２４】
　主光源２は、スイッチ２１がオンとなって交流電源２０に接続されると、点灯する。発
光ダイオード点灯回路１０は、スイッチ２２がオンとなって交流電源２０に接続されると
、交流電力を直流電力に変換した後、この直流電力を発光ダイオード６に供給し、発光ダ
イオード６を点灯させる。
【００２５】
　図４に示すように、筐体１の内面の天井部には、電源端子台１２と発光ダイオード点灯
回路１０が取り付けられている。
　電源端子台１２には、主光源電源線１３と発光ダイオード電源線１４がそれぞれ接続さ
れている。主光源電源線１３は、主光源２への給電のためのものである。主光源電源線１
３は、交流電源２０からスイッチ２１を経由して、筐体１内に引き込まれ、電源端子台１
２に接続されている。発光ダイオード電源線１４は、発光ダイオード点灯回路１０への給
電のためのものである。発光ダイオード電源線１４は、交流電源２０からスイッチ２２を
経由して、筐体１内に引き込まれ、電源端子台１２に接続されている。
【００２６】
　また、電源端子台１２から引き出された主光源電源線１６は主光源ソケット３に接続さ
れている。電源端子台１２から引き出された発光ダイオード電源線１７は発光ダイオード
点灯回路１０に接続されている。
　更に、各発光ダイオード６に電力を供給するための図示しない電力供給線が発光ダイオ
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ード点灯回路１０と各発光ダイオード６をそれぞれ接続している。
【００２７】
　このように、主光源２と発光ダイオード６はそれぞれスイッチ２１とスイッチ２２を介
して交流電源２０に接続されている。このため、室内の壁等に設けられたスイッチ２１と
スイッチ２２の操作によって、主光源２および発光ダイオード６をそれぞれ独立して別個
に点灯または消灯させることができる。
【００２８】
　例えば、スイッチ２１が操作され、主光源２が交流電源２０に接続されると、主光源２
に交流電力が供給され、主光源２が点灯する。一方、スイッチ２１が操作され、主光源２
が交流電源２０から切断されると、主光源２への交流電力の供給が停止し、主光源２が消
灯する。
【００２９】
　また、例えば、スイッチ２２が操作され、発光ダイオード点灯回路１０が交流電源２０
に接続されると、発光ダイオード点灯回路１０に交流電力が供給され、発光ダイオード点
灯回路１０の制御により発光ダイオード６が点灯する。一方、スイッチ２２が操作され、
発光ダイオード点灯回路１０が交流電源２０から切断されると、発光ダイオード点灯回路
１０への交流電力の供給が停止し、発光ダイオード６が消灯する。
【００３０】
　図５に示すように、主光源２から出射される光のうち、下方に進み、開口部４２を直接
出る光は、そのまま直接光として下方を照射する。その他の方向に進む光はアルミニウム
板等からなる反射板４によって反射された後、反射光として下方に向かって放射される。
主光源２から出射され、下方に照射される光は、直接光と反射光とで構成されるが、反射
光も直接光と略同一の輝度を有し、主光源２は直接照明としての機能を有する。
【００３１】
　一方、発光ダイオード６から出射された光は導光板（導光レンズ）７を透過して（導光
レンズ）７の外周縁のリング状の側面９から放射される。導光板（導光レンズ）７のリン
グ状の側面９はこの例では断面の法線の向きが斜め下方となるように斜めにカットされて
いる。発光ダイオード６から出射された光は導光板（導光レンズ）７内部を透過して導光
板（導光レンズ）７のリング状の側面９から斜め上方向乃至斜め下方向の範囲内に放射さ
れる。放射された光の一部、例えば、導光板（導光レンズ）７のリング状の側面９から斜
め上方向に放射された光は、天井面（設置面）２０１を照射し、天井面（設置面）２０１
で乱反射して間接照明となる。
【００３２】
　上述したように、スイッチ２１とスイッチ２２はそれぞれ独立して操作することができ
るので、主光源２および発光ダイオード６をそれぞれ独立して別個に点灯または消灯させ
ることができる。
【００３３】
　主光源２が点灯されると、主光源２から出射された光は一部は直接光として、また一部
は反射板４によって反射された反射光として、照明器具１００の下側に向かう方向（下方
）にそれぞれ照射される。一方、補助光源としての発光ダイオード６が点灯されると、発
光ダイオード６から出射された光は、天井面（設置面）２０１とリング状のフランジ部８
とで挟まれたリング状の導光板（導光レンズ）７を透過して導光板（導光レンズ）７のリ
ング状の側面９から放射される。
【００３４】
　このように、発光ダイオード６を点灯させることにより、リング状の間接照明が得られ
る。光の三原色である赤色、緑色、青色の３種類の発光色または少なくともいずれか２種
類の発光色で発光するように複数の発光ダイオード６を組み合わせて用い、各色の発光ダ
イオードの発光強度をそれぞれ個別に制御して発光色を変化させる機能を発光ダイオード
点灯回路１０に新たに付加することができる。これにより、様々な色の光がリング状に放
射される間接照明を実現することができる。また、発光色を操作するための操作ボタンを
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スイッチ２２に新たに設け、操作ボタンの操作に応じて間接照明の色が変化するようにす
ることもできる。
【００３５】
　以上説明したように、本発明によれば、天井埋込型の照明器具１００に発光ダイオード
６を配設して間接照明としての機能を付加することができる。
　明るくしたい場合、白熱ランプまたは電球形蛍光ランプ等の主光源２を点灯させること
により照度を高くすることができる。
　一方、薄明かりでよい場合、或いは省エネを目的として使用する場合、補助光源として
の発光ダイオード６のみを点灯させて導光板（導光レンズ）７のリング状の側面９を発光
させることにより、消費電力を抑えて必要な照度を得ることができる。
【００３６】
　また、ムード照明として使用する場合には、複数の発光ダイオード６の発光色をそれぞ
れ個別に変化させたり点滅させたりすることにより、様々な演出効果を発揮させることが
できる。
【００３７】
　また、１台の照明器具１００が直接照明としての機能と間接照明としての機能を有する
ので、２種類の照明器具を設置する必要がなく、設置台数を削減することができ、設置コ
ストを下げることができる。
【００３８】
　また、リング状の導光板（導光レンズ）７の外周縁を、垂直方向または斜め方向等の任
意の方向にカットすれば、発光ダイオード６からの光が導光板（導光レンズ）７の外周縁
から放射されるときの方向を調整することができる。
【００３９】
　また、リング状の導光板（導光レンズ）７の下部にはリング状のフランジ部８が装着さ
れており、発光ダイオード６から出射された光は導光板（導光レンズ）７に入射し、この
入射光は導光板（導光レンズ）７の外周縁のみから放射される。このため、発光ダイオー
ド６からの光が効率よく導光板（導光レンズ）７の外周縁から放射される。
　また、導光板（導光レンズ）７の上部に複数の発光ダイオード６を配置すれば、複数の
発光ダイオード６からの光が導光板（導光レンズ）７を透過する間に混合され、導光板（
導光レンズ）７の側面がリング状に発光するようにすることができる。
【００４０】
　例えば、光の三原色である赤、青、緑の３色のいずれかの色で発光する２種類以上の発
光ダイオード６を組み合わせることにより、様々な色で発光する間接照明を実現すること
ができる。
【００４１】
　また、主光源２と発光ダイオード６への電力供給がそれぞれ独立して行われ、かつ別個
に制御可能であるため、主光源２による直接照明のみ、または発光ダイオード６による間
接照明のみとすることができる。
【００４２】
　なお、本発明は上記実施の形態に限定されず、種々の変形及び応用が可能である。
【００４３】
　例えば、上記実施の形態では、本発明を天井に埋め込める照明器具１００に適用する場
合について説明したが、壁に埋め込める照明器具や天井から吊り下げる照明器具等その他
の照明器具にも適用することができる。
【００４４】
　また、上記実施の形態では、白熱ランプまたは電球形蛍光ランプ等で構成される主光源
２が１個の例を示したが、主光源は２個以上で構成されていても良い。
　また、上記実施の形態では、主光源２として白熱ランプまたは電球形蛍光ランプを用い
るようにしたが、その他の光源を主光源２として用いることもできる。
【００４５】
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　また、上記実施の形態では、補助光源として発光ダイオード６を用いるようにしたが、
その他の発光素子を用いることもできる。
【００４６】
　また、上記実施の形態では、導光板（導光レンズ）７のリング状の側面９の法線が斜め
下方を向くようにしたが、側面９の法線が斜め上方または水平方向等のその他の方向を向
くようにすることもできる。
　また、上記実施の形態では、導光板（導光レンズ）７はリング状の形状としたが、導光
板（導光レンズ）７は中心に反射板４の開口部４２を嵌挿するための穴を有する矩形状の
形状等の他の形状であっても良い。
【符号の説明】
【００４７】
　１…筐体
　２…主光源
　３…主光源ソケット
　４…反射板
　５…発光ダイオード取付具
　６…発光ダイオード
　７…導光板（導光レンズ）
　８…フランジ部
　９…導光板（導光レンズ）のリング状の側面（端面）
　１０…発光ダイオード点灯回路
　１２…電源端子台
　１３、１６…主光源電源線
　１４、１７…発光ダイオード電源線
　２０…交流電源
　２１，２２…スイッチ
　４１…挿通口
　４２…開口部
　１００…照明器具
　２００…天井
　２０１…天井面（設置面）
　３００…筐体取付具
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